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治療前後、治療中の診療録記載情報、生理検査、検体検査結果等

2022年10月30日まで、当院でレンバチニブ治療を行う局所療法の適応のな

い肝細胞癌患者

この臨床研究で得られた成績は、学会発表や論文などで公表されることがあ

りますが、あなたの名前などの個人情報は一切わかりません。また、本臨床

研究の目的以外に使用されることはありません。

済生会小樽病院　【　　内科　明石浩史　　　　　　　　　　　　　】

対象者及び対象期間

  もし、研究や情報の提供に同意いただけない場合には、お手数ですが問い合わせ先までご連絡ください。

なお、同意の有無が今後の治療などに影響することはございません。
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切除不能肝細胞がんのレンバチニブ治療における有害事象発症と治療効果に

及ぼす影響

レンバチニブを投与する患者さんの治療効果と有害事象（副作用）の関係を

検討し、その治療効果と有害事象の関連性を調べることを目的としておりま

す。そのため診療の中で得られる④の情報を収集し札幌医科大学で集計し統

計解析します。


